
I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

Ⅱ．HFC電子ライセンスを用いた通関申告業務

その他. 各種問合せ先

1

HFC輸入割当・同時承認申請のNACCS申請マニュアル
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別添マニュアル
【2】電子ライセンスの新規申請を行う
（JAA 新規電子ラインスの申請）

https://www.meti.go.jp/policy
/external_economy/trade_cont
rol/05_naccs/03_operation/02
_jaa.pdf

HFC輸入割当・同時承認の電子申請についても、「新規申請」の基本操作と同じです。
※選択する申請書(.jetファイル)について、HFC輸入割当・同時承認用の様式を選択ください。

経済産業省 トップページ → 政策一覧 対外経済 → 貿易管理 → 電子申請 → 中段 「操作マニュアル」

⓪ NACCSパッケージソフトを立ち上げる

① 「貿易管理サブシステム(外為法関連業務)」から申請書を作成
・タグを押して申請書作成ソフトを立ち上げ、申請様式を選択
・選択様式による申請書ファイルの各項目を入力、「内容検証」
・ファイルを保存して、申請に必要な添付書類をフォルダに保存

② 業務メニュー「JAA 新規申請」から申請書類一式を送信
・保存した申請書ファイルと添付書類を画面に添付
・選択様式による申請種類番号(3桁)を入力（HFCは600）
・送信ボタンを押す

※申請書(.jetファイル)の様式と、申請種類番号(3桁)について
次頁で紹介します。その他の操作は、「新規申請」の操作手順を
ご確認ください。

新規申請の操作手順は、QRコードからダウンロードできます。

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/02_jaa.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/02_jaa.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/02_jaa.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/02_jaa.pdf
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HFC輸入割当・同時承認の申請書作成ソフトで選択する様式
「様式カテゴリ」(上段)：輸入申請様式全般 ／ 「申請様式」 (下段)：輸入割当承認同時申請様式

上段の様式カテゴリでは、▼のプルダウンを開いて
上から3つ目の「輸入申請様式全般」を選択

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法
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下段の申請様式では、▼のプルダウンを開いて
「輸入割当承認同時申請様式」を選択して
OKボタンを押します。

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

HFC輸入割当・同時承認の申請書作成ソフトで選択する様式
「様式カテゴリ」(上段)：輸入申請様式全般 ／ 「申請様式」 (下段)：輸入割当承認同時申請様式
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HFC輸入割当・同時承認の申請書作成ソフトで選択する様式
輸入割当承認同時申請書(.jetファイル)が表示されます。「様式番号」（JAAで入力する申請種類番号）は、「600」です。

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法



Ⅰ．申請書ファイルに入力します （入力例）

① 「申請窓口コード」は「SAB：貿易経済
協力局貿易管理部貿易審査課」を選択

② 「申請者区分」は「1:本人」を選択、
「申請者コード」はNACCSセンターから
取得した利用者ID（V1で始まる５桁＋枝
番３桁＝計８桁）を入力

③ 必須欄に＊印がある箇所は、必ず入力が
必要です

④ 最下部の黄色い箇所に入力に際してのガ
イダンスが表示されますので、参照して
ください

①

②

③

④
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Ⅰ．通関業者による代理申請も可能です

通関業者等が電子申請を代理する場合の申請書ファイルの入力方法の参考例

➢ 通関業者の方も外為法関連業務の
NACCS IDが必要です！

➢ NACCS ID取得後、経済産業省へ委任
パスワードの発行手続きを行って下さい。

https://www.meti.go.jp/policy/ext
ernal_economy/trade_control/05_
naccs/02_application/inin.html

代理申請の入力方法

①「委任パスワード」欄に、発行済の委任パス
ワードを入力する。

②「申請者(1/5)」の右上の「追加」ボタンを
押して、「申請者(2/5)」欄を表示させる。

③「申請者(1/5)」欄に荷主(委任する側）
のNACCS利用者ＩＤを記載し、「申請者
(2/5)」欄には通関業者等(代理する側)の
NACCS利用者ＩＤを記載する

ＡとＢの委任関係を証明する委
任パスワード

Ａ：荷主（委任する側）の
NACCS ID

Ｂ：通関業者（代理する側）の
NACCS ID
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HFC輸入割当・同時承認の申請書(.jetファイル)の入力項目の留意点

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

割当方式コード：▼ボタンをダブルクリックして、「0：割当方式の省略」を選択

品目コード：▼ボタンをダブルクリックして、一番下にある「HFC」を選択。※混合物に関する入力ではありません。

HFC又はHFC混合物と記入。両方の場合は両方記入。

HFCと記入。

輸入が想定されるHSコードを６桁で記入。
書き切れない場合は、「備考」欄に記入。

・申請書に記載の無い関税率表
番号（HSコード）では通関出
来ません。
・輸入する関税率表番号の変更
があった場合は、内容変更（訂
正申請）が必要です。
（https://www.meti.go.jp/poli
cy/external_economy/trade_co
ntrol/05_naccs/06_toppics/05
_teisei.pdf）

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/06_toppics/05_teisei.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/06_toppics/05_teisei.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/06_toppics/05_teisei.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/06_toppics/05_teisei.pdf
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HFC輸入割当・同時承認の申請書(.jetファイル)の入力項目の留意点

HFCは数量割当のため、「数量」／「単位」欄に入力ください。単位はGWPkgです。（数量・単位を間違えた場合は
訂正申請での修正が出来ず再申請となりますので、ご注意下さい。）
「取引明細金額」欄への入力は不要です。入力すると、内容検証でNGになります。

I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

GWPkg（プルダウンで選択可能）

金額欄は入力不可です

（記載例）
・○○規制年度の輸入割当承認を申請します。

想定される船積地域を全て記入して下さい

・HS●●●●●●、●●●●●●、・・・

・原料用途の「確認申請書」確認番号は2024-●●●●●-●●●●

・申請する規制年度
を記入して下さい。

・書き切れなかった
関税率番号は備考欄
に記載して下さい。

・半導体製造用途の
場合は、確認番号を
記入して下さい。



経済産業省 トップページ → 政策一覧 対外経済 → 貿易管理 → 制度 → 国際協定等に基づく規制 ＞オゾン層破壊物
質（モントリオール条約） → 輸入 ＞輸入割当（HFC） → オゾン層破壊物質等の輸入（HFCの輸入割当）
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I. HFC輸入割当・同時承認の申請書の記載方法

HFC輸入割当・同時承認の電子申請に必要な添付書類
申請書(.jetファイル)に添付する申請に必要な書類は、申請窓口WEBよりご確認ください。

詳細はHPをご確認下さい。
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/02_exandim/04_ozon/ozon_im_hfc.html

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/02_exandim/04_ozon/ozon_im_hfc.html
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/02_exandim/04_ozon/ozon_im_hfc.html


Ⅰ．申請書ファイルの入力が完了したら、任意の場所に保存します

「ファイル」から「別名で保存」をクリックし、分かりやすい名前をつけて任意の場所に保存。
申請書ファイルが迷子にならないようデスクトップ等忘れにくい場所に保存してください。
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Ⅰ．作成した申請書ファイルを送信します（ログオンの後、ＪＡＡを開きます）

「JAA：新規・電子ライセンスの訂正申請」
をクリックします

申請書ファイルを送信するにはシステムへのログオンが必要
IDとPWを入力してログオンしてください
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Ⅰ．作成した申請書ファイルを送信します（ＪＡＡに入力・添付 → 送信）

①作成した申請書ファイルと必要な添付書類
を添付します(HFCの場合は製造産業局長の
内示書を添付して下さい。）

↑サンプル画像は漁船
ですが、HFCは「申請
種類番号」に「600」
を入力します

③最後に「送信」をクリックします

13

②



Ⅰ．送信中の画面
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Ⅰ．整理番号が自動的に払い出されます
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Ⅰ．システムから自動配信されるメールの内容を確認します

◆「受理待」と記載されていれば、申請書
は審査官に届いています

◆「受付無効」と記載された場合は、申請
書類に不備が存在していることになります。
「内容検証ボタン」でNGが出ている箇所
を確認し、不備内容を修正のうえ、再度、
最初から申請手続きを実施してください

(注意）メールの自動配信先
申請者届出手続きで登録したメー
ルアドレスと、申請書ファイルに
入力した「申請担当者メールアド
レス」の２箇所に送信されます
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Ⅰ．メールが届かない場合はＪＡＰで進捗状況を確認します

①「JAP：進捗状況照会」
をクリックします

②整理番号を入力して送信

（注意）整理番号は申請書
に固有の番号。システムか
ら自動配信されたメールに
記載されたものを入力して
ください。
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Ⅰ．手続きが進むと、それぞれのタイミングでメールが配信されます

申請が審査官に受理されたら

承認がおりたら
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Ⅰ．電子ライセンスの交付イメージをダウンロードする

①「JTS：電子ライセンス情報照会」
をクリックします

②電子ライセンス番号を
入力して送信

③pdfファイル（電子ライセンスの交付
イメージ）が添付された画面が表示され
たら、ダブルクリックして開く
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Ⅰ．電子ライセンスの交付イメージ（pdfファイル）を確認する

このpdfは電子ライセンスの交付イメージにすぎません（原本ではない）ので、この交付イメージで通関することはできません
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Ⅱ．電子ライセンスを用いた通関申告業務
通関手続を委託する通関業者を電子ライセンスに登録する

①「JCA：通関業者指定」
をクリックします

②

③ ④

⑤

この作業の後は通関業者が
通関の手続きを行います。
通関後は、ライセンスに裏
書きされます（電子ライセ
ンスの交付イメージをダウ
ンロードして通関状況（裏
書き）を確認ください）。

※JCA業務で指定した通関業者は、“当該電子ライセンスの交
付イメージを見る”、“税関に対する輸出申告に当該ライセンス
を使用する”、“当該ライセンスに電子的な裏書きをする” こと
ができるようになります

④「通関業者指定権限の委任」にチェック（☑）
を入れると、以降の通関業者の変更や港の変更に
指定した通関業者が対応することができます（通
関業者がJCA業務を行うことができる）

③指定する通関業者のNACCS ID（５桁の
利用者コード）を入力（申請前に確認して
おく必要があります）
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Ⅱ．通関業者の指定（電子ライセンスの受け渡し)
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「JCA 通関業者指定」の後、申告業務を依頼したい通関業者あてに、電子ライセンス番号を通知ください。

※JCAで指定したら、自動的に通関業者あてにライセンス番号が通知されるわけではありません！
税関申告を依頼する通関業者あてに、電子ラインセンス番号を正しくお伝えください。
④通関業者指定から、⑤裏書き・⑥通関申告の通関業務への橋渡しが必要です！

◆ システムからの自動メール「進捗状況［交付済］電子交付」を、取引先の通関業者へ転
送することで、正確な電子ラインセンス番号を通知できます。

◆ JTS 電子ライセンス情報照会からダウンロードした電子ライセンスの交付イメージPDFをメー
ル添付で送信することも可能です。

電子ライセンス番号
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通関業者の行う申告業務として、【事項登録 ⇒ 裏書登録 ⇒ 本申告】

HFCの商品名（例えば「R410-A」）が混合物であっても、申告事項登録の繰返部では欄番号01に混合物の
内訳を書かず、商品名の実重量をまとめて１欄で落とします。
「品目番号」欄には関税率表番号（382478130）、「品名」欄には商品名（ 「R410-A」）、「数量」欄に実
重量を記入し、混合物の内訳については、裏書情報登録の繰返部の同じ欄番号の「数量備考」欄に記載します。
【次頁参照】

Ⅱ．HFC輸入割当・同時承認の電子ライセンスへの申告事項登録（IDA）
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II. HFC輸入割当・同時承認の電子ライセンスへの裏書登録（JTB)

通関業者の行う申告業務として、ILへの裏書画面（「JTB：裏書情報呼び出し」→「JTA02：裏書情報登録」）

HFCの商品名を（例えば「R410-A」）、申告事項登録の繰返部の欄番号01にて、実重量をまとめて記載します。
【前頁参照】
商品が混合物である場合は、裏書情報登録の繰返部の欄番号01にて、まとめて１欄で落とし、「数量備考」欄に、GWP kg
の内訳を記載します。 なお、送状数量（残数管理用）と通関数量は同じ値を入力してください。
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Ⅱ．HFCの電子ライセンス交付イメージPDFの裏書の確認（JTS)

経済産業省 トップページ → 政策一覧 対外経済 → 貿易管理 → 電子申請 → 中段 「操作マニュアル」

別添マニュアル
【12】電子ライセンスの交付イメージを確認する
（JTS 電子ライセンス情報照会)

https://www.meti.go.jp/policy
/external_economy/trade_cont
rol/05_naccs/03_operation/12
_jts.pdf

交付イメージ確認の操作手順は、QRコードからダウンロードできます。

※裏書登録は通関業者の行う申告業務ですが、
電子ライセンスの裏書は、荷主自身もご確認ください。

⓪ NACCSパッケージソフトを立ち上げます。

① 業務メニュー「JTS 電子ライセンス情報照会」から、通関業者が
行った裏書の内容や、通関後であれば税関許可日が確認でき
ます。【次頁参照】

・確認したい「電子ライセンス番号」を画面に入力して送信ボタン
・「添付ファイル」欄に貼り付いたPDFをダブルクリックで開く

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/12_jts.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/12_jts.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/12_jts.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/12_jts.pdf
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※HFCの電子ILの裏書は下図のようになります。「備考欄」に混合物の内訳が記載されています。
「許可又は承認月日及び税関押印」欄に印字されているか、ご確認ください。

税関許可後であっても、
「許可又は承認月日及び税関押印」が空欄の場合は、
裏書未確定エラーです。

Ⅱ．HFCの電子ライセンス交付イメージPDFの裏書の確認（JTS)
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Ⅱ．指定済み通関業者の解除（電子ライセンスの回収)

別添マニュアル
【11】通関業者から電子ライセンスを回収する
（JCC 指定済み通関業者解除)

https://www.meti.go.jp/policy
/external_economy/trade_cont
rol/05_naccs/03_operation/11
_jcc.pdf

通関業者の解除の手順は、経済産業省WEBにて、操作マニュアルを掲載してます。 1クリック１画面キャプチャで解説！

経済産業省 トップページ → 政策一覧 対外経済 → 貿易管理 → 電子申請 → 中段 「操作マニュアル」

通関業者の解除の操作手順は、QRコードからダウンロードできます。
主なポイントは、次頁で解説します。

⓪ 税関申告の業務完了を、通関業者から報告されます。

① 業務メニュー「JCC 指定済み通関業者解除」により、電子ライセ
ンスのアクセス権限を与えた通関業者から、権限を回収します。
・交付された「電子ライセンス番号」を画面に入力
・「送信」ボタンを押す

② 画面が切り替わり、指定済み通関業者の一覧が表示されます。
・アクセス権限を回収したい通関業者の「解除」欄にチェック
・「送信」ボタンを押す

https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/11_jcc.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/11_jcc.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/11_jcc.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/05_naccs/03_operation/11_jcc.pdf


① 業務メニュー「JCC 指定済み通関業者解除」により、通関業者から、電子ライセンスへのアクセス権限を回収します。

NACCSパッケージソフト初期画面の業務メニューから、
「JCC 指定済み通関業者解除」画面を立ち上げます。

a. 業務メニュー枠の最下位にある「外為法関連業務」を
開きます。

b. 「J」から始まる外為法関連業務の一覧が表示され、
そのうちの「JCC外為法 指定済み通関業者解除」を
押します。

c. 「JCC」の画面が立ち上がったことを確認してください。

a.

b. 28

c.

Ⅱ．指定済み通関業者の解除（電子ライセンスの回収)



f.
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d.

e.

d. 「JCC 指定済み通関業者解除」画面にて、回収したい
「電子ライセンス番号」を入力します。

e. 「送信」ボタンを押します。

f. 画面が切り替わり、指定済み通関業者の一覧が表示さ
れます。電子ライセンスのアクセス権限を回収したい通関
業者の「解除」欄にチェックをいれます。

g. 「送信」ボタンを押します。

（注意）
電子ライセンス毎に、通関業者の事業所を複数
まとめて指定／解除できます。

「JCA 通関業者指定」にて、「通関業者指定
権限の委任」にチェックした通関業者を、解除し
ても、委任を受けた一次通関業者が指定した
二次通関業者は連動して解除されません。
事業所毎の個々の解除が必要です！

② 表示された指定済み通関業者の一覧から、解除をチェックして、電子ライセンスへのアクセス権限を回収します。

Ⅱ．指定済み通関業者の解除（電子ライセンスの回収)

g.
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◆漁船の輸出承認制度や申請内容に関するお問合せ

◆利用者ＩＤの届出、委任パスワード発行、ナックス操作等に関するお問合せ

◆ＮＡＣＣＳシステムの利用開始、ソフトのインストール等に関するお問合せ

NACCSヘルプデスク 24 時間 365 日

・TEL: 0120-794-550、FAX: 0120-794-529

・お問合せwebフォーム：

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/inquiry/nwewebqa

経済産業省貿易経済協力局 貿易審査課 原子力等班

・TEL：03-3501-1659、・FAX：03-3501-0997

・お問合せメールアドレス：bzl-genshiryoku@meti.go.jp

経済産業省貿易経済協力局貿易管理課 電子化・効率化推進室

・お問合せメールアドレス：

bzl-qqfcbj@meti.go.jp

➢ 電子申請の操作方法（受付無効／補正無効のエ
ラー対処等）

➢ 電子ライセンスの裏書事後訂正 等

➢ 承認制度について
➢ 申請手続き、必要書類、その他
審査に関すること

➢ 内容変更、有効期間延長等に関
すること

➢ NACCSパッケージソフトのインストール
➢ デジタル証明書の更新／再発行
➢ ログインやバージョンアップに関するエ
ラー

その他．各種問い合わせ窓口のご案内
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